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魂
代
枇
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の
要
求
す
る
人
物

方

哲

源、

ケ
不
サ
ン
ス
以
後
其
の
先
駆
者
と
も
一
五
ふ
べ
き
、

Y

ソ
！
の
自
然
主
義
的
個
性
を
雰
重
す
る
戚
情
主
義
は
肱
州
人
の

蹴
野
を
康
め
自
由
研
究
の
端
絡
を
聞
い
た
。
中
世
の
根
本
題
目
は
紳
閣
の
興
隆
と
掌
崇
と
に
ゐ
っ
た
が
ケ
不
サ
ン
ス
に

あ
っ
て
は
、
神
に
代
へ
る
に
人
を
以
て
し
、
か
く
て
人
間
自
然
の
本
牲
と
債
値
と
が
高
調
さ
れ
た
。

人
文
主
義
は
個
人
の
開
放
と
六
自
然
の
征
服
を
目
標
と
し
て
猛
進
し
た
。
か
〈

τ物
質
文
明
は
質
に
凡
有
一
切
の
も

の
を
支
配
す
る
所
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

文
化
の
匙
展
に
件
ひ
一
舵
曾
は
絶
え
ず
重
大
な
而
も
佐
雑
極
b
な
き
闘
争
を
績
げ
て
ゐ
る
。
か
町
、
る
現
代
世
一
舎
の
凡
布

方
面
に
於

τ異
貨
な
る
指
導
者
が
要
求
さ
れ
る
の
は
自
然
の
傾
向
で
あ
る
。
此
の
意
味
仁
於
て
我
等
は
常
に
心
身
の
健

康
と
修
養
の
力
と
に
相
侯
っ
て
先
づ
自
己
完
成
主
志
し
っ
、
漸
夫
同
家
及
ひ
赴
曾
の
指
導
者
た
ら
ん
事
を
期
さ
ね
ば
な

ら
ね
o
指
導
者
と
し
て
の
資
格
は
次
の
諸
候
件
を
満
足
さ
せ
る
人
物
で
な
り
れ
ば
な
ら
ね
と
思
ム
。



第
二

女l1

識

力

お
く
深
か
き
知
能
と
鋭
利
で
堅
貨
な
剣
断
力
と
は
人
生
の
行
路
を
観
極
め
る
唯
一
の
眼
で
あ
る
o
我
々
は
此
の
知
力

仁
依
て
人
生
の
根
本
原
理
を
楓
み
生
存
上
必
要
な
る
方
法
を
接
見
し
℃
A
H
間
的
に
歩
み
以
て
完
全
な
る
生
活
を
期
す
る

乙
と
が
能
き
る
の
で
あ
る
。
迷
信
を
打
破
し
問
題
ぞ
解
決
し
、
正
義
に
基
き
自
他
共
存
の
生
活
を
替
む
に
は
必
ら
や
ヲ
人

生
の
根
本
的
原
理
に
就

τの
思
索
を
要
す
る
彼
の
キ
リ
ス
ト
が
『
天
の
父
の
完
全
な
る
が
如
く
汝
等
も
亦
完
全
な
る
べ

し
』
と
レ
ふ
た
の
は
完
全
な
る
人
格
者
と
し
て
の
修
養
を
な
せ
と
い
ふ
の
で
そ
の
錦
に
は
第
一
知
能
の
修
養
が
肝
要
で

あ
る
が
此
知
日
は
思
な
る
世
間
判
で
は
な
い
。

Y
1
タ
ー
が
言
っ
た
様
仁
一
岬
を
離
れ
て
は
如
何
な
る
知
慧
も
問
解
も
機
特

も
人
格
完
成
に
は
深
か
き
立
昧
を
持
た
ぬ
亦
日
蓮
上
人
が
『
日
還
の
頭
に
は
大
畳
世
隼
か
わ
ら
せ
給
ム
』
と
云
ム
強
き

信
念
に
依
て
作
た
妙
智
は
ギ
リ
ジ
ヤ
的
世
間
的
物
理
科
皐
界
の
所
謂
智
に
非
ず
し
て
出
世
間
的
宗
敬
的
信
念
を
源
と
し

た
る
悌
仰
の
調
ひ
で
ゐ
る
。
日
還
に
働
い
た
乙
の
悌
智
は
貨
に
彼
の
鋭
利
な
る
剣
断
力
三
明
断
な
る
思
索
的
探
究
力
と

の
を
の
根
本
に
怖
が
生
き
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
o
此
悌
智
の
故
に
不
惜
身
命
の
大
信
念
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。
事
人
は

常
に
事
件
の
核
心
を
考
え
人
生
の
根
本
原
聞
を
捉
ふ
べ
き
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

私
共
は
異
に
日
蓮
訓
告
人
の
如
き
確
乎
不
断
な
る
信
念
り
力
に
依
て
得
た
る
信
仰
的
体
験
を
基
調
ご
す
る
探
究
的
思
想

現
代
枇
舎
の

wr
求
す
る
人
物

一
二
七



現
代
批
舎
の
要
求
す
る
人
物

一
二
八

仁
依
っ
て
深
か
く
高

3
人
生
の
根
本
義
を
抱
擁
し
て
一
路
日
他
の
救
怖
に
遁
話
せ
ね
ば
な
ら
向
。

第
二
‘

』仏、

』情

力

心
情
の
力
を
養
成
す
る
の
は
人
生
の
平
和
を
保
持
一
す
る
前
提
で
あ
る
、
人
は
佐
々
悲
哀
と
寂
涼
と
に
襲
は
れ
る
。
か

、
、
る
場
人
H

棺
々
の
悪
魔
の
誘
惑
に
陥
h

リ
易
い
の
が
常
の
情
で
あ
る
の
然
亦
我
等
は
悲
哀
の
苦
境
に
陥
っ
た
時
美
し
き
何

僻
心
を
如
仰
望
す
る
の
は
日
常
生
活
に
於
て
常
仁
粍
験
す
る
事
賞
で
あ
る
、
キ
リ
ノ
ス
ト
は
『
隣
人
を
愛
せ
よ
」
と
言
っ
た
。

隣
人
ご
は
弱
き
も
の
、
憐
れ
極
ま
り
な
き
も
の

L
謂
で
あ
っ
て
決
し
て
距
離
の
遠
近
を
論
令
る
の
で
は
な
い
。

度

眼
左
大
に
し
て
、
康
く
世
界
人
頼
の
現
肢
を
翻
察
す
る
に
、
買
に
憐
む
べ
き
は
人
種
間
に
於
り
る
葛
藤
と
反
日
で
ゐ
る
。

市
ア
フ

p
カ
、
市
ア
メ
リ
カ
、
太
平
洋
沿
岸
の
話
闘
等
仁
於
け
る
被
暦
迫
民
族
に
針
す
る
所
謂
文
明
人
ご
自
稗
す
る
暦

迫
民
族
の
残
忍
な
弱
肉
強
食
的
現
肢
を
い
か
に
見
如
何
に
救
務
す
べ
き
か
。
血
ム
」
涙
と
を
持
つ
人
間
で
あ
る
な
ら
ば
必

A
V
彼
等
の
杢
く
円
山
を
奪
は
れ
た
立
場
を
涙
な
く
し
て
見
る
乙
と
は
能
き
内
た
ら
う
。
文
明
民
族
が
皆
同
情
と
異
質
な

る
愛
情
を
以
て
彼
等
の
悲
し
き
胸
底
を
慰
め
る
大
慈
悲
心
の
倫
子
で
あ
っ
た
な
ら
ば
必
ら
ず
永
遠
な
る
平
和
ご
融
A
H
の

曙
光
を
見
出
す
で
あ
ら
う
と
伝
？
る
。
乙
れ
即
も
大
畳
世
雰
の
大
慈
悲
心
を
開
想
と
す
る
も
の
、
特
に
情
保
踊
養
を
重

要
t
す
る
所
以
で
あ
る
。



第
三
、

二五h
，目、

ごと
i~、

力

開
想
佐
賀
現
す
る
力
と
は
、
私
共
が
向
上
的
欲
望
に
某
い
て
自
己
の
瑚
想
を
貨
現
す
ぺ
1
3
原
動
力
却
立
志
力
で
あ
る
。

高
速
な
理
想
貨
現
の
鋳
め
に
勇
往
遇
進
す
る
立
志
の
人
乙
そ
偉
大
者
で
あ
り
延
い
℃
は
人
生
の
勝
利
者
と
も
な
る
の
で

あ
る
。
青
年
こ
を
特
に
乙
れ
に
嘗
る
も
の
で
ゐ
ら
’
コ
。
前
途
多
き
青
年
が
敬
愛
ち
れ
そ
し
て
最
太
の
期
待
を
持
た
れ
ゐ

所
以
も
此
に
あ
る
と
想
入
。
倒
人
、
民
族
、
枇
命
日
、
国
家
の
如
何
を
問
は
ず
皆
悉
く
此
の
目
標
た
る
理
想
と
ぞ
の
賓
現

力
と
を
失
っ
た
な
ら
ば
必
ら
ず
減
ぴ
ゆ
く
に
連
ひ
な
い
。
常
に
生

3
生
持
じ
ご
し
た
珂
想
を
抱
き
着
々
を
の
究
現
へ
の
努

力
に
然
、
え
っ
、
人
類
枇
舎
の
上
に
生
き
た
悌
園
土
砂
｝
建
設
す
る
の
は
正
に
こ
の
立
志
力
で
あ
る
。
故
に
い
か
に
我
々
が

堅
四
な
伝
念
宮
持
ち
高
速
な
理
想
を
抱
き
亦
深
い
同
情
心
を
持
っ
て
ゐ
る
に
し
て
も
そ
れ
を
賀
行
す
ぺ
き
立
志
が
な
か

っ
た
ら
そ
れ
・
』
そ
・
宗
主
柵
・
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

偉
大
な
る
人
と
は
貨
に
立
志
の
堅
固
－
な
人
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
先
づ
人
生
々
存
上
、
重
要
な
る
こ
と
は
堅
固
な
る
立

志
力
。
ど
養
人
事
で
み
の
る
。
市
し
て
意
志
力
を
養
ム
に
は
何
よ
り
も
常
に
絶
え
ぎ
る
練
併
記
陶
冶
と
魁
苦
忍
耐
と
に
依
る

の
が
最
善
の
万
法
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

第
四
、

協

同

』ひ

現
代
枇
舎
の
要
求
す
る
人
物

一
二
九



現
代
駐
舎
の
要
求
す
る
人
物

一
三

O

家
庭
、
岡
家
、
枇
曾
等
の
岡
排
生
活
は
必
や
個
人
々
々
の
集
合
に
依
っ
て
組
成
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
る
乙
ご
が
能
主

る
然
し
皐
に
個
人
的
に
は
い
か
に
有
能
で
あ
っ
て
も
．
他
人
と
協
力
す
る
こ
三
が
出
来
な
か
っ
た
な
ら
ば
彼
が
経
替
す

る
事
業
は
全
く
局
部
的
な
偏
狭
な
も
の
に
終
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

我
等
は
他
人
と
協
力
す
る
乙
と
に
依
っ
て
同
じ
働
き
を
周
闘
の
者
に
も
亦
は
来
る
ぺ
き
婚
京
市
の
人
々
の
上
に
も
残
す

事
が
出
来
得
る
の
み
な
ら
や
彼
自
身
の
偉
大
を
な
す
所
そ
の
も
の
で
あ
る
闘
が
他
国
民
主
協
力
し
得
る
度
合
以
に
比
例

す
る
こ
と
は
陪
史
の
明
示
す
る
と
と
ん
で
あ
る
、

η
ノ
ン
カ
シ
は
質
に
此
の
精
神
に
宮
ん
だ
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
国
家
の

幸
幅
の
矯
め
に
は
自
己
の
私
情
そ
捨
て
L
そ
の
政
敵
に
き
へ
向
且
つ
政
治
的
椅
子
を
輿
え
た
事
は
彼
の
協
同
的
愛
岡
心

と
偉
大
な
る
襟
度
と
ぞ
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
、
斯
る
精
神
の
所
有
者
で
あ
っ
た
彼
が
偉
人
Z
呼
ば
れ
後
世
南
北
ア
メ

9
カ
に
散
在
せ
る
黒
人
か
ら
「
墓
究
」

Z
ま
で
呼
ば
れ
た
の
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

第
五
、

犠

牲

』仏、

犠
牲
の
心
と
は
高
速
な
る
理
想
を
建
せ
ん
が
矯
め
に
個
人
的
な
る
も
の
を
殺
し

τ超
個
人
的
理
想
に
生
主
る
こ
と
で

あ
る
、
そ
の
賃
個
人
的
関
想
に
生
き
－
る
こ
ま
に
由
て
異
の
伺
人
が
生
か
き
れ
る
の
で
あ
る
、
無
智
と
貧
困
、
病
疾
と
闘

争
、
迷
信
之
罪
悪
等
を
根
絶
し
て
現
想
我
に
生
き
る
た
め
に
最
大
の
献
身
的
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
樟
掌
、
日
達
、
キ



リ
ス
ト
の
如
主
は
貨
に
此
犠
牲
料
神
の
典
型
的
根
化
k
耕
す
ぺ
主
人
々
で
あ
る
。

第
六
、

手召

人

力

人
間
は
自
己
の
力
に
由
て
は
超
人
た
り
得
な
い
超
人
間
的
貿
在
の
力
を
伝
す
る
こ
と
に
由
つ
て
の
み
超
人
的
力
を
得

る
こ
と
が
能
き
ゐ
。
我
等
の
宗
教
意
識

μ
よ
る
人
格
統
一
の
力
こ
そ
人
聞
の
金
行
筋
を
支
配
し
運
行
し
て
彼
岸
に
到
達

せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
、
神
は
愛
で
あ
る
人
は
信
で
ゐ
る
。
人
は
伝
に
由
つ
て
の
み
榊
の
愛
に
生
き
る
乙
と
が
能
き
る

郎
も
宗
教
信
仰
は
我
等
の
全
生
活
の
中
に
織
b
込
ま
れ
て
我
等
は
無
恨
の
生
命
の
源
泉
た
る
榊
備
の
超
人
間
的
力
に
由

つ

τ生
き
る
こ
と
が
能
き
る
私
は
確
因
不
動
の
信
念
に
よ
－
h
、
か
、
、
る
超
人
間
的
力
を
恵
ま
れ
か
＼
る
信
念
を
基
調
と

し

τ知
情
意
の
国
満
完
成
を
期
し
つ
L
協
同
犠
牲
の
精
神
に
生
き
以
て
自
他
救
済
の
貨
や
－
奉
げ
る
人
こ
そ
現
代
枇
曾
の

要
求
す
る
理
想
的
人
物
で
あ
る
と
信
ず
る
。

現
代
枇
舎
の
要
求
す
る
人
物

一一


